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溢景ぴ決算報告
略
恐

施設整備等収入 ―一

1,000,000円

その他の収入 ――

7,551,927円

受取利息配当金収入―

96,092円

就労支援
事業収入
7451817円 サービス等

事業収入

介霞保険
事表収入
206.651,037円

当期資金収支差額合計 △ 8,492,503円

前期末支払資金残高  255,123,032円

寄附金収入
116021506円

指定管理事業
37,743,900円

就労継続支援事業
24,356,728円

し

▼

経常経費
補助金収入
96,438,679円

収 入

517,824,480円

20,753,000円

1,602,506円

96,438,679円

100,745,350円

723,000円

5,621,272円

11,738,000円

206,651,037円

7 4 5 , 8 1 7円

53,238,220円

96,092円

7,551,927円

1,000,000円

1,953,000円

8,966,580円

517,3241480円

505,904,900円

1,000,000円|

10,919,580円|

517,824,480円

社会福祉事業

地域福祉事業

共同募金配分金事業

介護保険事業

就労継続支援事業

公益事業

受託事業

指定管理事業

合 計

150,865,202円

2 1 , 2 1 8 , 8 0 7円

239,944,060円

24,356,728円

52,188,286円

37,743,900円

526,316,983円

共同募金

配分金事業
21,218,807円

436,384,797円

89,932,186円

負担金収入
1117381000円

貸付事業収入
723,000円

―
事業収入
5,621,272円

事業活動による収入

会費収入

寄附金収入

経常経費補助金収入

受託金収入

貸付事業収入

事業収入

負担金収入

介護保険事業収入

就労支援事業収入

障害福祉サービス等事業収入

受取利息配当金収入

その他の収入

施設整備等補助金収入

施設整備等収入

その他の活動による収入

基金積立資産取崩収入

その他の活動による収入

合 計
526,316,983円



・理事会、評議員会、監事会、正副会長会議の開催

・委員会の開催、支部 (地区)社協との連絡調整

。会員、共同募金の募集

・心配ごと相談の運営 (177件)

。法律相談の運営 (69件)

・小日貸付、生活福祉資金

・かさま社協だよりの発行 く年/3回 )

・各種団体への事業助成

・福祉バス運営 (58団体 2,006人 利用)

・福祉啓発のための研修会

・ボランティアセンターの運営

・児童生徒の福祉講座開催

口中高生たちの福祉体験学習会 (33人参加)

・夏休みわくわく体験教室 (延べ 521人参加)

・住民対象の福祉講座開催

(6講座 延 べ 278人参加)

・住民向けポランティア啓発活動

(延べ 216人参加)

・ボランティアサークルの育成

(84サークル 1,424人)

市教育委員会、家庭教育学校との連携

先生方の福祉研修会実施

福祉事業協力校への事業助成

(市内幼稚園、保育所 口園、小 。中口高校 42か所)

学校依頼による福祉体験学習指導

(シエアボランティア協力)

口地域ケアシステム推進事業

(在宅ケアテーム数 515件)

。日常生活自立支援事業 (利用者数 48人 )

・親子通園事業 (登録児数 57人)

。家族介護教室 (参加者延べ 172人)

。在宅福祉サービス事業

(協力会員 191人、利用会員 250人)

。いきいき応、れあい通所事業 (延べ 10,155人)

・地域福祉センター 「友部社会福社会館」の

管理 ・経営

(利用者 23,455人口利用団体 1,689団体)

口福祉センター 「いわま」管理 。経営

(一般開放日49日 ※毎週木曜日 本J用者数 704人)

。障害者福祉センター 「たけのこ」経営 ※友部

(開所日数 :週 5日 利 用者 17人)

・障害者福祉センター 「あおぞら」経営 ※岩間

(開所日数 :週 5日 利 用者 7人 )

・居宅介護支援事業 (利用者 5,740人)

・訪問介護事業 (利用者 187人)

・通所介護事業 (利用者 429人)

・訪問入浴介護事業 (利用者 140人)

・自立支援居宅介護 (利用者 延 べ 652人)

預託金 (件数 72件)

物品預託



米 様 米 米 米 章 米 米

①
ま
す
は
相
談
窓
ロ
ヘ

各
自
治
体
が
設
け
た
相
談
窓
□
に
配
属
さ
れ
て

い
る
支
援
員
が
応
対
し
ま
す
。

何
ら
か
の
理
由

で
窓
□
ま
で
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、

支
援
員
が
自

宅
に
訪
間
し
て
相
談
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

②
生
活
の
状
況
を
見
つ
め
る

生
活
の
困
り
こ
と
や
不
安
を
支
援
員
に
話
し

て
く
だ
さ
い
。

生
活
の
状
況
と
課
題
を
分
析

し
、

「自
立
」
に
向
か
っ
て
寄
り
添
い
な
が
ら

支
援
し
ま
す
。

③
あ
な
た
だ
け
の
「支
援
プ
ラ
ン
」を

一
緒
に
つ
く
る

支
援
員
は
支
援
を
必
要
と
す
る
人
の
意
思
を

尊
重
し
な
が
ら
、

自
立
に
向
け
た
目
標
や
支
援

内
容
を

一
緒
に
考
え
、

あ
な
た
だ
け
の

「支
援

プ
ラ
ン
」
を

一
緒
に
作
り
ま
す
。

④
支
援
決
定

・
サ
ー
ビ

ス
提
供

完
成
し
た
支
援
プ
ラ
ン
は
、

自
治
体
を
交
え

た
関
係
者
の
話
し
合
い

（支
援
調
整
会
議
）
を
経

て
正
式
に
決
定
し
ま
す
。

そ
の
支
援
プ
ラ
ン
に

基
づ
い
て
各
種
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

⑤
定
期
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

各
種
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
ゴ
ー
ル
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

支
援
を
必
要
と
す
る
人
の
状
態
や
各
種

支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
状
況
を
支
援
員
が
定
期

的
に
確
認
し
ま
す
。

支
援
プ
ラ
ン
ど
お
り
に
行
か

な
い
場
合
は
、

プ
ラ
ン
を
再
検
討
し
ま
す
。

⑥
安
定
し
た
生
活

ヘ

支
援
の
結
果
、

困
り
こ
と
が
解
決
す
る
と
支

援
は
終
了
で
す
。

そ
の
後
は
、

安
定
し
た
生
活

を
維
持
で
き
て
い
る
か
、　

一
定
期
間
、

支
援
員

に
よ
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
す
。

笠
間
市
社
会
福
祉
協
議
会

ＴＥＬ
０
２
９
６
（７
７
）
０
７
３
０

）

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
３

・

１１
の
震
災
後
か
ら
、

「
今
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
よ
う
」
と
い
う
気

持
ち
で
、

少
し
で
も
被
災
地
の
力

に
な
れ
ば
と
、

市
民
の
皆
様
と

一
緒
に
、

復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
活
動
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、

親
子
で
震
災
の
こ
と

や
復
興
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を

も

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
の
思
い

か
ら
、

親
子
復
興
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

活
動
を
計
画
い
た
し
ま
し
た
。

子

ど
も
達
の
目
に
は
震
災
か
ら
４
年

余
り
が
経
過
し
た
被
災
地
は
ど
の

よ
う
に
映

つ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

い
ろ
い
ろ
な
事
を
感
じ
た
１
日
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。

地
震
の
時
、

津
波
が
来
て
ダ
メ

に
な
っ
て
し
ま
つ
た
小
学
校
で
山

ま
し
た
。
４
年
た

っ
て
も
東
日
本

大
震
災
は
忘
れ
て
は
ダ
メ
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　
　
　
（小
５
男
子
）

大
川
小
学
校
を
訪
れ
た
際
に
は
、

胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
思
い
で
し

た
。
さ
ぞ
恐
怖
で
子
ど
も
た
ち
は

い
た
の
だ
ろ
う
と
。

そ
し
て
親
御

さ
ん
の
お
気
持
ち
を
考
え
た
ら
大

変
つ
ら
か
つ
た
で
す
。

海
で
の
お
掃
除
は
、

驚
く
ほ
ど

ゴ
ミ
ば
か
り
で
し
た
。

そ
し
て
ま

だ
ま
だ
と
り
き
れ
な
い
と
思
い
ま

し
た
。

子
ど
も
も
真
剣
に
と
り
く

ん
で
く
れ
、

い
い
経
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
活
動
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

現
在
社
協
で
は
、

協
力
会
員
に

な
っ
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

掃
除
・洗
濯
・
調
理
な
ど

の
家
事
全
般
、

病
院
の
送
迎
や
付

き
添
い
、

乳
幼
児
・
児
童
の
お
世
話

な
ど
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
、

ぜ
ひ

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
活
動
の
担
い

手
と
し
て
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

基
礎
研
修
会
を
１１
月
６
日
・
１３

日
・
２０
日
に
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

爾
呂
）

且

〉

〈
留

〈
督

◆
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
２
９
６
（７
８
）
３
９
３
９

申‰
韓開
劇
諾
端
鱗

線

で
き
る
よ
う
に
、

家
事
や
育
児
な

の
上
に
登

っ
て
い
れ
ば
助
か

っ
た

綿

ど
の
お
手
伝

い
を
す
る
有
償
サ
ー

か
も
し
れ
な

い
、

避
難
は
大
事
な

滞

ビ
ス
で
す
ｏ

ん
だ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
思
い
隷
倫
凹
四
目
目
目
目
じ

働きたくても仕事がない。家族の介護のために仕事ができない、再就
職に失敗して雇用保険が切れた、あるいは社会に出るのが怖くなつた…。
さまざまな困難の中で生活に困窮している人に包括的な支援を行う、

「生活困窮者支援制度」が平成27年4月から始まりました。就職、住まい、
家計など暮らしに悩みを抱えた人は、一人で悩ます、こ相談ください。
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五
月
晴
れ
の
５
月
２３
日
、

新
緑

の
み
ど
り
が
眩
し
い
北
山
公
園

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
に
お
い
て
、

育
成

会
主
催
の
第
上
回
三
世
代
交
流
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

育
成
会
は
、

高
齢
者
ク
ラ
ブ
・
ふ

れ
あ
い
会

（女
性
部
▼
子
供
会
で

構
成
さ
れ
、

一局
齢
者
ク
ラ
ブ
の
会

長
が
育
成
会
の
会
長
を
務
め
る
と

い
つヽ
こ
と
で
し
た
。

午
前
１０
時
、

長
谷
川
会
長
の
挨

拶
で
始
ま
っ
た
開
会
式
で
は
、

新

一

年
生
の
４
人
が
嬉
し
そ
う
に
紹
介

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

子
供
会
は
４
人

増
え
て
１５
人
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

開
会
式
の
後
は
、

お
待
ち
か
ね

の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
す
。

会
場
の
清

掃
・食
材
の
仕
分
け
・火
お
こ
し
な

）

ど
、

早
め
の
準
備
で
ス
ム
ー
ズ
に
調

理
が
進
み
ま
し
た
。

で
き
あ
が
つ
た

野
菜
・お
肉
・イ
カ
・焼
き
そ
ば
な
ど
、

美
味
し
そ
う
に
ほ
お
ば
る
お
年
寄

料

り
や
子
供
た
ち
の
笑
顔
が
、

晴
れ

器

や
か
で
、

と
て
も
素
敵
で
し
た
。

高

線

齢
者
も
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る

キ準

よ
う
で
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
耕

三
世
代
が
同
居
さ
れ
て
い
る
飯

料

田
さ
ん
ご
家
族
が
参
加
さ
れ
て
い
淋

る
と
聞
き
、

写
真
を
撮
ら
せ
て
い
た

器

だ
き
ま
し
た
。

（表
紙
写
真
）

バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
の
次
は
、

「
ジ
ャ

料

ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
」
や
防
災
訓
練
も

料

兼
ね
た

「
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
」
な
ど
、

料

老

い
も
若
き
も

一
緒
に
な

っ
て
和

禅

気
あ

い
あ
い
と
、

交
流
を
深
め
て

キ

い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　
　
　
串

高
齢
者
９
人
、

大
入
５‐
人
、

中

紳

学
生
２
人
、

小
学
生
７
人
、

幼
児

器

１０
人
、

合
計
７９
人
の
参
加
者
で
し

料

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（高
野
）
キ・米

平
成
２６
年
４
月
よ
り
、

地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
た
け
の
こ

・
あ

お
ぞ
ら
は
、

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

事
業

へ
移
行
し
、

『笠
間
市
障
害

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
』
と
名
称
も
変

わ
り
ま
し
た
。

「た
け
の
こ
」
「あ
お
ぞ
ら
」
は

各
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
設
け
ら
れ

て
お
り
ま
す
が
、　

一
つ
の
事
業
所

と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

就
労
継
続
支
援
事
業
と
は
、

通

常
の
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
る
こ
と

が
困
難
な
障
が
い
者
に
つ
き
、

就

労

の
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、

生
産
活
動
の
機
会
の
提
供
を

通
じ
て
、

そ
の
知
識
及
び
能
力
の

向
上
の
た
め
に
必
要
な
訓
練
を
行

う
事
業
で
す
。

米 章 米 持 米 革

〈敬称皓)

率 十 米 洋 米 普 * 井 米 球 米 米 本 準 米 準 米 米 米 米 *

t亀 理)こ のマークのついている事業は赤い羽根共同募金が活用されています。

こうゆう会 会 長 」ヽ 堀   晃
上力D賀日支部
「まなだけ会」

会 長 黒 沢 政 男

大橋支部 運営委員長 森   和  以

来栖支部
「来栖四つ輪の会」

代 表 塩 畑 幸 三

寺崎支部
「しんこう会」

会 長 安 藤 美 明

箱日支部
「ふれあい会」

会 長 大 月 英 明

下市毛地区社会福祉協議会 支部長 三 村  拓 次郎
13区社会福祉協議会 運営委員長 湊   節 雄

高日支部 運営委員長 畑 岡   洋

稲日支部
「みかげ会」

支部長 蕗 サ|1  泉

池野辺支部 支部長 関   和 夫

福原支部 支部長 深 谷 敏 知

〈岩間〉

中 林  喜 久雄



「第

一
火
曜
日
の
会
」
が
６
月
と

７
月
に
行
っ
た

『ゴ
キ
ブ
リ
団
子

の
つ
く
り
か
た
』
と
『家
庭
で
起
こ

り
や
す
い
病
気
と
手
当
の
仕
方
』

に
つ
い
て
概
要
を
報
告
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

「ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

（通
称
Ｈ
ボ
ラ
連
）
笠
間
支
部
」
は

今
年
、

結
成
二
十
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
５
月
の
総
会
に
合
わ
せ
て

行
わ
れ
た
記
念
事
業
の
様
子
を
、

会
長
の
拡
橋
さ
ん
に
レ
ポ
ー
ト
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「ナ
マ
ス
テ
の
会
」
が
６
月
に

行
っ
た
『ネ
パ
ー
ル
、

海
外
支
援
』

の
内
容
と
、

ふ
れ
あ
い
電
話
募
集

の
お
知
ら
せ
を
掲
載
し
ま
し
た
。

宅
崎
選
距
！

私
に
も
作
れ
そ
う

笠
間
　
成
田
　
正

一

先
日
、

友
人
よ
り

「
ゴ
キ
ブ
リ

団
子
つ
く
り
に
参
加
し
よ
う
よ
」

と
電
話
が
あ
り
、

早
速
、

社
協
ヘ

申
し
込
み
ま
し
た
。

参
加
し
て
み
る
と
、

２０
人
位
の

方
が
居
ま
し
て
、

男
性
は
私
ひ
と

り
で
し
た
。

内
容
は
資
料
に
基
づ

き
、

『消
費
者
友
の
会
』
の
方
の
説
明

が
わ
か
り
易
く
、

私
で
さ
え
も
家

で
作
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

７
月
の

「
第

一
火
曜
日
の
会
」

は

「家
庭
で
起
こ
り
や
す
い
病
気

と
手
当
て
の
仕
方
」
の
学
習
会
で

参
加
者
は
２３
人
、

友
部
福
祉
会
館

で
行
わ
れ
た
。

講
師
は
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン

「
や
ま
び
こ
」
の
箱
守
千
春
先

生
の
講
義
。

発
熱
、

皮
膚
、

認
知
症
の
三
つ

に
つ
い
て
、

わ
か
り
や
す
く
説
明

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

実
際
に
義
母
の
介
護
を
し
て
い

る
方
か
ら
は

「
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
さ
っ
そ
く
参
考
に
し
た
い
」
や

「褥
創

（床
ず
れ
）
に
つ
い
て
基
本

的
な
こ
と
が
学
べ
て
非
常
に
よ
か

っ
た
」
な
ど
、

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も

答

えヽ
て
い
た
。

介
護
や
看
護
は
周
囲
の
協
力
を

求
め
る
な
ど
、

自
分
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
れ
る
体
制
を
作
る
こ
と
が

大
切
と
結
ん
だ
。

　
　
　
（小
芭

センターだより
0000● 0●

今
後
こ
の
よ
う
な
講
座
が
あ
れ

ば
、

是
非
と
も
参
加
し
て
い
き
た
い

と
、

考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、

前
段
で
の
口
一セ
電
話
詐

欺
」
の
話
し
の
内
容
が
参
考
に
な

り
、

改
め
て
「自
分
だ
け
は
大
丈
夫

だ
」
な
ど
と
過
信
し
な
い
よ
う
に
と

肝
に
銘
じ
る
今
日
一
日
で
し
た
。

）

ヤ件調□男男ペレ

『誹 去 幽 拠 異 動 DE甥 狙

笠間市社会福祉協議会ボランティアセンター TEL.0296‐ 78‐2626
詳しくは広報かさま お 知らせ版を置覧ください。

9月 14日 (月)。28日 (月)
13:30～15:30

9月24日(木)10月1日(木)・22日(木)11月12日(木)。26日(木)
9:30～ 13:30

平成28年2月23日 (火)。27日 (土)
9:30～12:00

講座をきつかけにボランティア活動を
してみませんか

笠間公民館
調理室

料理の腕を上げて、ひとり暮らし高齢者
へのお弁当作りに参力Bしてみませんか

入園 ・入学用の手さげとシューズ袋を
作ります。        ※ 託児あり

「廃油で石けんつくり」 9:30～ 11:30 岩 間保健センター

「施設見学」特別養護老人ホーム笠間陽だまり館 働 40～11:30 輛翼播誓裂参
館

印 茨城県女子体育連盟指導員
「生き生き・さわやか・汗をかこうJ

13:00～ 15:00 ゼ 斐部遣

「まゆ玉つくり」 9:30～ 1■ 30 社 協笠間支所



ボランティア
0の 00000

ポ
ラ
ン
テ
イ
ア
連
絡
協
議
会

笠
間
支
部
会
長

　

船
橋

慶
子

私
達
ボ
ラ
運
笠
間
支
部
は
、

平

成
７
年
に
設
立
さ
れ
、

今
年
二
十

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

設
立
当
初

は

『出
来
る
時
に
、

出
来
る
事
』

を
合
言
葉
に
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

社
会
情
勢
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変

化
し
、

福
祉
ニ
ー
ズ
も
様
々
で
す

が
、

同
じ
社
会
に
生
き
る
人
々
が

互
い
に
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り
を

願
い
活
動
し
て
居
り
ま
す
。

今
年
の
総
会
は
、

記
念
事
業
と

し
て
開
催
さ
れ
会
員
全
員
に
名
入

れ
ボ
ー
ル
ベ
ン
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

次
い
て
村
上
守

・
真
理
子
様
ご

夫
妻
と
盲
導
犬
ユ
ズ
ち
や
ん
の
「癒

し
の
実
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

始
め
に

「上
を
向
い

て
歩
こ
う
」
の
フ
ル
ー
ト
の
演
奏

は
私
達
を
わ
く
わ
く
さ
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

時
折
、

真
理
子
さ
ん
が

家
で
の
生
活
を
語

っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

音
楽
学
校
時
代
に
作
出
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
出
が
何
出
か
披
露
さ
れ

*(■ *ど‐′*打
　
海
外
支
援
「ナ
マ
ス
テ
の
会
」

工　
　
　
　
　
　
　
千
葉
　
倫
夫

叫
　
６
月
３０
日
（火
）
友
部
社
会
福

ょ
社
会
館
研
修
室
で
、

ボ
ラ
ン
テ
イ

＊

ア
サ
ー
ク
ル

『
ナ

マ
ス
テ
の
会
』

」
の
、

演
題

「
村
が
壊
減

・
ど
う
す

卓
れ
ば
復
興
に
協
力

で
き

る

の
？
」

一
の
講
演
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

打
　

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
難
し
さ
、

車
特

に
金

銭

的
支

援

は

「
見
え

な

↓
い
」
こ
と
に
有
り
ま
す
。

文
化
も

叫
社
会
制
度
も
イ
ン
フ
ラ
も
、

日
本

々
と
は
全
く
異
な
る
国
。

ネ
パ
ー
ル

中
は
王
制
が
廃
止
さ
れ
、

内
戦
が
終

“
わ

っ
て
ま
も
な

い
国

で
す
。

ど
う

中
嚇

帥
紳
学
的
帥
中
韓
中
の
印
中
陸

工
ら
な

い
た
め
に
は
、

ま
ず
活
動

の

中巾中韓帥印球唖↓よ支↓こ抑噂時（ラと【中

一人府離般で耐ぽ的な災害復興一

中中拳穀寺援のィ時的帥伸境争吻幼中

一
意
義
あ
る
も
の
に
す
る
に
は
、

行

車

中
事
に
参
加
し
て
、

後
は
人
任
せ
で

車

中
舶
焼
黙
ギ
瑚
鞄
を
確
認
す
る
こ
と

一

７
月
１６
日

（木
）
友
部
公
民
館

で
、

茨
城
県
内
の
電
話
訪
問
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
８０
人
と
笠
間
市
ふ
れ
あ

い
電
話
２５
人
が
１０
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、

交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
東
京
か
ら
プ
ロ
の

演
奏
者
女
性
ト
リ
オ

『ミ
ネ
ス
ト

ロ
ー
と

の
ハ
ー
モ
ニ
カ
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

前
座
で
水
戸
の

『
ハ
ー
モ
ニ
ー
さ

く
ら
』
友
部
の

ア

ー
モ
ニ
ー
せ
せ

ら
ぎ
』
の
演
奏
も
あ
り
、

会
場
は
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
の
や
さ
し
い
ど
こ
か
な

つ
か
し
い
音
色
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

*t■ *=〕ユ*uレ *ユ !*、t(1*3ン *u“ ャ*_t‐ *… *、D工*てし,“‐じ*0し *‐ じや、 l才*3■ ,*

く登堅勤 このマウ の坤 沼 事判 泣示い羽椴 同募鈴 活用されn域

「
ユ
ズ
よ
か
っ
た
ね
」
の
曲
は
幸

せ
な
時
間
が
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
て

行
く
情
景
が
目
に
浮
か
び
ま
し

た
。

駆
公
立
ち
」
の
曲
は
素
晴
ら
し

く
、

勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。

最
後
は

「幸
せ
が
続
き
ま
す

様
に
」
の
曲
で
最
後
ま
で
私
達
を

元
気
に
し
て
く
れ
た
コ
ン
サ
ー
ト

で
し
た
。

音
楽
は
人
の
心
を
癒
し
、

活
力

を
与
え
て
く
れ
る
も
の
だ
と
し
み

じ
み
思
い
ま
し
た
。

お
仕
事
を
さ

れ
な
が
ら
、

演
奏
活
動
を
続
け
ら

れ
て
い
る
ご
夫
妻
に
お
元
気
で
幸

あ
れ
と
祈
り
ま
し
た
。

◆
友
部
地
区

日
常
出
凹

毎
月
１
～
２
回

開
団
盟
凹
友
部
社
会
福
社
会
館

◆
岩
間
地
区

日回印凹同凹
毎
月
第
３金
曜
日
■時
３。分
～

田
団
日
凹
岩
間
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
空
間
地
区

開
邸
出
■

毎
月
１
～
２
回

田
団
盟
凹
社
協
笠
間
支
所

7

空
間
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会



重重め重魁3『ありが出9』』』億調御調
平成27年3月1日～平成27年6月30日まで (順不同 '敬称略)

使用済み切手多数

オムツ多数

エコキャップ多数

エコキャップ多数、フルタブ多数

ブルタフ多数

使用済み切手、使用済みテレホンカード多数

エコキャップ、使用済み切手多数

エコキャッブ、配食弁当掛け紙

エコキャッブ、アルミ缶多数

エコキャップ、ブルタブ、使用済み切手

アルミ缶多数

はがき40枚

関東セキスイ八イムエ業齢、

入江 照男、笠聞市民生委員協議会、

勝山真美・勝山田美 (稲田小学校)

節回 浩 二

愛の里、いわま保育園、

笠間市立友部第二中学校、空間市立東小学校、

おしのぺ保育日、NPO法人なかよし学壼保管の会、

岩間第一小学校児童クラブ、大沢保育日、

県立友部高等学校」RC部 、

空間市立岩間第一」W学校、

県立中央病院(施設課・消客室・リネン室)、

こじ力幼稚囲、みか保育四、すみれこども田、

持丸 ― 幸、高齢者クラブ旭台陸会、

土師地区社会福祉協議会、養栄電器株式会社、

福井 ふ み、空間工芸の丘、町田 文 子、

松橋 慶 子、塩畑 手 子、さくら幼稚四、

伸本間商事、笠間公民館

稲田中学校生徒会、佐自の館、

村上 一 雄、0伊 藤石材工業

ボブラクラブの会

笠間幼稚田PTA、菊池 な か

くるす保育所、めぐみ保育田、

0笠 間給食センター 従業員一同、

稲田小児童クラブ、ともべ保青所

ナブコシステムい 茨城支店、

ともべ幼稚田

いなだ保育所、霞回 墓 支

下安居防犯パトロール隊、山中 と しい

高齢者住宅スマイル

赤沢 三 男

ペットー台

家具調ポータブルトイレ

未使用葉書52円 X100枚  50円 X40枚            中 島 雄 一

未使用はがき多数 切手多数                  あ りんこ

タオル多数                         坪 采 征 子

大人用のおむつ多数、ナース用サンダル2足            星 野 み ぐさ

竹田 洋 一

小林 芳 明

中華めん 650食                 (株 )笠間ソフトメン橋本屋

ブルタブ多数、使用済みテレカ、使用済み切手多数、未使用切手、

朝現只砧憂罷ヨ起材袷齢室招寮罷 鯨
式、  匿 名

シルパーカー、ミシン1台、生地多数

笠間市稲田石一工芸

0空 間結食センター 従 業員一同

ありがとう感聞チャリティーコンサート

さくら幼稚田PTA

パザー夢工房

やま里倶業部

ゆすり葉

茨城県立笠問高等学校 」RC部

笠間市あすなろ友の会

笠間市ボランティア連絡協議会友部支部

言葉町長寿会

大和国 勉

匿名

¥10,000

¥2]1000

¥31,000

¥20.000

¥140,000

¥18.206

¥11942

¥6,21フ

¥10,268

¥50,000

¥3],8紹

¥2,000

¥26,726

くお能びと研正〉

平成26年度笠間市社会福祉協議会会員会費報告書にお
いて、誤りがありましたので、お詫びして訂正いたします。

36区 【誤】3,000円富士カントリー笠間倶楽部
【正】5,000円富士カントリー笠間倶楽部

〈追加訂正)
5区  83,000円

(法人2件 太田皮フ科、河村歯科医院 各3,000円。一般77件)
【誤】笠間地区 総 額 6,428,500円
【正】笠間地区 総 額 6,511,500円

日常の困りごとなど何でも相談してください(無料・秘密保持)

時間:13:00～16:00慢付的事30までにお服ヽしまつ

⑥
Ｑ
Ｏ
①

「愚
直
で
泣
き
た
く
な
る
く
ら
い
優
し
い
江
戸
庶

民
の
心
情
」

私
の
好
き
な
言
葉
で
あ
る
。

さ
し
ず
め
江
戸
時

代
の
あ
る
意
味
現
代
の
ボ
ラ
ン
ア
ィ
ア
精
神
と
言

え
る
の
で
は
と
思
う
。

平
成
の
今
の
世
ボ
ラ
ン
ア
ィ
ア

精
神
の
思
い
や
り
と
、

お
せ
っ
か
い
の
境
目
は
微
妙

に
変
化
し
て
い
る
と
思
う
。

自
分
は
ど
う
か
と
自
問

自
答
し
て
み
る
が
や
は
り
心
の
振
り
子
が
揺
れ
る
。

２０
年
前
の
阪
神
淡
路
大
震
災
の
時
が
日
本
の

ボ
ラ
ン
ア
ィ
ア
元
年
だ
と
言
う
人
も
い
る
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年
が
過
ぎ
、

ボ
一７
ン
テ

ィ
ア
の
手
が
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
と
い
つ
。

被
災
地

に

一
度
は
足
を
運
ぽ
う
と
思
い
つ
つ
ま
だ
実
現
し

て
い
な
い
。

今
年
も
ま
た
、

う
ら
盆
の
夏
が
過
ぎ
て
い
く
。

（石
郷
岡
）

,

,

|

t お問い合わせ先

社会福祉法人
本    「方 TEL0296-77-0730 FAX0296-78-3933

笠間支所 TEL0296-73-0084 FAX0296-72-3722

石間支所 TEL0299-45-7889 FAX0299-45-6250

笠問支所
(毎週火曜日)

本 所
(毎週水曜日)

岩間支所
く毎週木曜日)

誤 社協空間支所 友部社会福祉会館 岩問保健センター

9月 1日 '8日・15日 ・29日 2日 ・9日 ・30日 3日 ・10日 ・17日 ・24日

10月 6日 ・13日 ・20日 ・27日 7日 ・14日 ・21日 ・28日 1日・8日。15日・22日・29日

11月 10日 ・17日 ・24日 4日 ・11日 ・25日 5日 ・12日 ・19日 ・26日

12月 1日 '8日 ・15日 ・22日 2日 ・9日 ・16日 3日 ・10日 口17日 ・24日

法 召聖相 談  ※事前に心配ごと相談へご相談ください。

笠間支所 本 所 岩間支所

第3金曜日
10:00～12:00

(1月のみ第4金曜日)

第1金曜日
10:00～12:00

(1月のみ第2金曜日)

第2金曜日
10:00～12:00

(1月のみ第3金曜日)

笠間市社会福祉協議会


